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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
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【公開番号】特開2019-83328(P2019-83328A)
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【ＦＩ】
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【誤訳訂正書】
【提出日】令和2年4月3日(2020.4.3)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１つのＬＥＤ（２）用の担体（１）であって、
　１つの基体（５）を備え、
　前記担体は１つの上面（３）を備え、当該上面上に１つのＬＥＤ（２）を固定するため
の少なくとも１つの第１のコンタクト面領域（１３）を備え、
　前記担体（１）の前記上面（３）上には、１つの第２のコンタクト面領域（１３）が配
設されており、前記第１および前記第２のコンタクト面領域は、前記担体（１）の上面（
３）上に、前記第１のコンタクト面領域と前記第２のコンタクト面領域との間で、前記第
１および前記第２のコンタクト面領域の無い、１つの中央領域（２０）が配設されるよう
に、配設されており、
　前記基体（５）には、少なくとも１つの熱的ビア（２１）が配設されており、当該熱的
ビアは、前記担体の（１）の上面（３）の前記中央領域（２０）を前記担体（１）の下面
（４）と結合しており、
　前記担体（１）上に固定されたＬＥＤ（２）を、静電放電に対して保護するために、１
つの保護装置（６）が前記基体（５）内に一体化されている、
　ことを特徴とする担体。
【請求項２】
　前記第１および第２のコンタクト面領域（１３）が配設されている、前記上面（３）の
領域には、ビア（２１，２２）が無いことを特徴とする、請求項１に記載の担体。
【請求項３】
　前記少なくとも１つのコンタクト面領域（１３）は、３μｍより小さな同一平面性およ
び／または１μｍより小さな表面粗さを有することを特徴とする、請求項１又は２に記載
の担体。
【請求項４】
　前記基体（５）は、プラセオジム系酸化亜鉛またはビスマス系酸化亜鉛のセラミック材
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料を備えることを特徴とする、請求項１乃至３のいずれか１項に記載の担体。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか１項に記載の担体において、
　前記保護装置（６）は、前記基体（５）内に一体化された複数の内部電極（７）を備え
、
　前記複数の内部電極（７）は、前記担体（１）の前記上面（３）に対して平行に揃えら
れている、
　ことを特徴とする担体。
【請求項６】
　前記保護装置（６）は、前記複数の内部電極（７）間に印加される電圧が１つの所定の
値を越える場合に、電流が前記保護装置（６）を通って流れることができるように構成さ
れていることを特徴とする、請求項５に記載の担体。
【請求項７】
　前記担体（１）は、前記ＬＥＤ（２）の電気的接続のための複数の金属面領域（１０，
１１）を備え、当該金属面領域は、前記基体（５）上に配設されており、そして当該基体
（５）の上面（３）から、当該上面（３）に対して反対側に配置されている当該基体（５
）の下面（４）まで延在していることを特徴とする、請求項１乃至６のいずれか１項に記
載の担体。
【請求項８】
　前記金属面領域（１０，１１）および／または前記少なくとも１つのコンタクト面領域
（１３）は、銀，ニッケル，および金、または銀，ニッケル，および錫を含む１つの層構
造を備えていることを特徴とする、請求項７に記載の担体。
【請求項９】
　１つのヒートスプレッダ（１４）が前記担体（１）に一体化されており、当該ヒートス
プレッダは、前記基体（５）に一体化された複数の金属板（１５）を備えていることを特
徴とする、請求項１乃至８のいずれか１項に記載の担体。
【請求項１０】
　前記ヒートスプレッダ（１４）の前記複数の金属板（１５）は、前記担体（１）の前記
上面（３）に対して平行に揃えられていることを特徴とする、請求項９に記載の担体。
【請求項１１】
　請求項９または１０に記載の担体において、
　前記担体（１）は、前記ＬＥＤ（２）の電気的接続のための複数の金属面領域（１０，
１１）を備え、当該金属面領域は、前記基体（５）上に配設されており、そして当該基体
（５）の上面（３）から、当該上面（３）に対して反対側に配置されている当該基体（５
）の下面（４）まで延在しており、
　前記ヒートスプレッダの前記金属板（１５）は、前記金属面領域（１０，１１）と接続
されている、
　ことを特徴とする担体。
【請求項１２】
　請求項９乃至１１のいずれか１項に記載の担体において、
　前記保護装置（６）は、前記基体（５）内に一体化された複数の内部電極（７）を備え
、
　前記ヒートスプレッダ（１４）は、前記一体化された内部電極（７）よりも前記担体（
１）の上面（３）の近くに配設されている、
　ことを特徴とする担体。
【請求項１３】
　前記担体（１）は、１つのＳＭＤ部品であることを特徴とする、請求項１乃至１２のい
ずれか１項に記載の担体。
【請求項１４】
　前記担体は、複数のＬＥＤの固定用の複数のコンタクト面領域（１３）を備えることを
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特徴とする、請求項１乃至１３のいずれか１項に記載の担体。
【請求項１５】
　前記ＬＥＤの固定用のコンタクト面領域は、１つの積層構造を備え、当該積層構造は、
少なくとも１つの金層および少なくとも１つの錫層を備え、当該少なくとも１つの金層お
よび当該少なくとも１つの錫層の厚さは、当該積層構造における金と錫との比が７５：２
５～８５：１５となるように、好ましくは８０：２０となるように選択されていることを
特徴とする、請求項１乃至１４のいずれか１項に記載の担体。
【請求項１６】
　１つのＬＥＤ（２）用の担体（１）であって、
　１つの基体（５）を備え、
　前記担体は１つの上面（３）を備え、当該上面上に１つのＬＥＤ（２）を固定するため
の少なくとも１つの第１のコンタクト面領域（１３）を備え、
　前記担体（１）上に固定されたＬＥＤ（２）を、静電放電に対して保護するために、１
つの保護装置（６）が前記基体（５）内に一体化され、
　１つのヒートスプレッダ（１４）が前記担体（１）に一体化されており、当該ヒートス
プレッダは、前記基体（５）に一体化された複数の金属板（１５）を備え、
　前記担体（１）は、前記ＬＥＤ（２）の電気的接続のための複数の金属面領域（１０，
１１）を備え、当該金属面領域は、前記基体（５）上に配設されており、そして当該基体
（５）の上面（３）から、当該上面（３）に対して反対側に配置されている当該基体（５
）の下面（４）まで延在し、
　前記ヒートスプレッダの前記金属板（１５）は、前記複数の金属面領域（１０，１１）
と接続され、
　前記複数の金属面領域の一方の金属面領域（１０）と接続される前記ヒートスプレッダ
の前記金属板は、前記複数の金属面領域の他方の金属面領域（１１）と接続される前記ヒ
ートスプレッダの前記金属板とは重ならない、
　ことを特徴とする担体。
 
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１６】
　上記のコンタクト面領域（複数）が配設されている、上記の上面の領域には、ビア（複
数）は無い。代替として、上記のコンタクト面領域（複数）上に固定される１つのＬＥＤ
が上記のコンタクト面領域上に戴置され、この上面の領域のみにビアがなくともよい。こ
れらのビアは、これらのコンタクト面領域の同一平面性および表面粗さに悪い影響を与え
得る。これを避けるために、これらのビアは、これらのコンタクト面領域の領域には存在
しないように配置されてよい。このようにして小さな同一平面性および小さな表面粗さを
有するコンタクト面領域（複数）を達成することができる。
 
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１７】
　具体的には、少なくとも１つのコンタクト面領域は、３μｍより小さな同一平面性およ
び／または１μｍより小さな表面粗さを有する。これは上述のビアの配置の他に、上記の
担体に一体化された内部電極および／または上記の担体に一体化されたヒートスプレッダ
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の金属板がこの担体の上面に対して平行な方向に揃えられていることによっても達成され
ている。この場合、これらの内部電極および／または金属板はこの担体の表面と交差せず
、そしてこれよりこの表面の平坦性の悪化をもたらさない。
 
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６８】
　上記の下地層のスパッタリング、およびこれに続いてこの下地層の上にこのコンタクト
面領域１３のさらなる層を電気めっきで生成することによって、コンタクト面領域１３が
完成され、このコンタクト面領域はとりわけ小さな同一平面性およびとりわけ小さな表面
粗さを有する。たとえばこのコンタクト面領域１３は、３μｍより小さな同一平面性を有
する。さらにこのコンタクト面領域１３は、１μｍより小さな表面粗さを有する。
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